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１. 地球のすばらしさ 
     宇宙船地球号: 運命共同体 
          
２. 人間はすばらしい力を持つ 
   人類文明の転換点 ー> 宇宙へ 

STS-123 日本宇宙ステーションきぼう第１便 
２００８年３月１１日スペースシャトル・エンデバー号打上げ 
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Doi’s ミッション 

• Doi’s mission image 

国連ウィーン事務所（NY、ジュネーブに続く3番目の国連都市） 

 国連 193ヶ国 

 国連宇宙部（所在：国連ウィーン本部） 

1. 宇宙の平和利用を推進する 

2. 宇宙科学技術の恩恵を世界に展開する 
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国連宇宙部の役割 

宇宙空間平和利用委員会 

宇宙活動に関する
国連機関会議 

国連宇宙平和利用会議  

宇宙応用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 宇宙物体登録 宇宙条約 
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Programme on Space Applications 
国連宇宙応用プログラム 

• 1968年 UNISPACE-I (1968) 会
合の勧告を受け設立 

 
• 1971年より活動開始 
 
• 1982年 UNISPACE-82会合を受

け「宇宙科学技術・教育に関する
国連地域センター」を設立 

 
• １９９９年 UNISPACE-III会合を受

け、国際航法測位衛星システムに
関する国際委員会（ICG）設置  
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国連宇宙応用プログラムの構成 
 

 
1. プログラムの目的・使命 (Mandate) 
 

     国際協力 ・ 能力開発 ・ 啓蒙普及・ 技術助言          
 
2.  プログラムの活動  

宇宙科学技術・教育に関する
地域センター 

ワークショップ 

イニシアチブ 

ICG/GNSS HSTI：有人宇宙技術イニシアチブ 

BSTI：基礎宇宙技術イニシアチブ 

BSSI：基礎宇宙科学イニシアチブ 

( 9か月 大学院コース) 
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宇宙科学技術・教育に関する国連地域センター 

教材の開発 
 気象/通信/宇宙科学/リモートセンシング/航行測位システム   
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国連宇宙応用プログラム 
宇宙科学技術 啓蒙普及活動 

宇宙啓蒙活動 （１９７１年〜２０１２年） 
 セミナー・ワークショップ：２８８回 
 参加国： ６９   参加者数： ２０,０００人 
 人工衛星の利用：遠隔通信・遠隔医療・気候変動・天

然資源管理・防災・宇宙技術・宇宙科学 
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国連宇宙応用プログラムの変遷（１９７１−２０１０） 



宇宙科学技術 啓蒙普及活動 
国連ワークショップの開催 

年 場所 分野 活動名 

１９７４ 東京 衛星通信 教育と開発のための衛星放送シ
ステムに関するパネル会合 

１９７８ 東京 気象衛星データ 気象衛星データの分析と利用 
トレーニングセミナー 

１９８０ 東京 リモートセンシング 国土利用計画のためのリモセン
応用セミナー 

２００５ 北九州 宇宙教育（ＵＮ／ＩＡＦワーク
ショップ） 

途上国のサービスのための小型
衛星ワークショップ 

２００７ 東京 基礎宇宙科学（ＢＳＳＩ） 国際太陽系観測年(2007)と基礎
宇宙科学に関するワークショップ 

２０１２ 名古屋 基礎宇宙技術（ＢＳＴＩ） 国連/日本超小型衛星シンポジ
ウム 
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Basic Space Science Initiative 
基礎宇宙科学イニシアチブ 

目的 
国際協力による天文学・宇宙科学の推進 
天文学・宇宙科学における教育・研究に資
する人材育成 
 

活動 
• １９９１年発足 
• 宇宙科学ワークショップの開催 
• 望遠鏡・プラネタリウムの世界配布 
• 国際太陽系観測年 (IHY)活動の推進 
• 国際宇宙天気イニシアチブ (ISWI)の推進 

– 観測装置の世界配布の推進  
  （１８種類／１０００観測地点） 
– 国際宇宙天気科学教育センター 
  （九州大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ISWI 2010-2012 
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基礎宇宙科学 
望遠鏡・プラネタリウムの世界配布 

 
• 日本政府・文化助成事業（国立
天文台） 

望遠鏡 (８台） 
シンガポール（’87）、インドネシア（’88）、タイ
（’89）、スリランカ（’95）、パラグアイ（’99）、
フィリピン（’00）、チリ（’02）、モンゴル（’08） 

プラネタリウム （１９台） 
ミャンマー、ヨルダン、マレーシア、フィリピン、
インド、アルゼンチン、ウルグアイ、ベトナム、
タイ、スリランカ、ウズベキスタン、パラグア
イ、エクアドル、ホンジュラス、コスタリカ、ペ
ルー、ボリビア、キューバ、エルサルバドル 
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Over 25 years of commitments  
      by Japanese Government 

Astronomical equipment and planetarium 

donated by Japanese ODA 
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目的 
• 多くの国の基礎宇宙技術の能力開発への関心の高

まりに応える 
• 教育、宇宙科学と応用のための小型衛星の役割の

重要性を広める 
• 各国における関連の規制枠組み遵守と標準化促進

の支援 
• 能力開発のための国際協力・情報交換の推進 

 

活動 
• ２００９年発足 
• 基礎宇宙技術ワークショップの開催 
• フェローシッププログラムの運用 （九州工科大学） 
 © Kyushu Institute of Technology, Japan 

Basic Space Technology Initiative 
基礎宇宙技術イニシアチブ 
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基礎宇宙技術 
フェローシッププログラム 九州工業大学 

超小型衛星技術に関連した 
博士課程留学生向けプログラム 
（日本政府支援） 
 

2011- 2名 
2012- 2名 
2013- 5名 
2014- 修士2名、博士課程4名 

 
     （入学費・受講料免除／生活費支援） 14 



 
 

 

目的 
有人宇宙飛行と関連分野における国際協力の推
進 
有人宇宙技術とその応用における啓蒙普及 
微小重力科学における教育・研究に資する人材
育成 
 

活動 
• ２０１０年発足 
• 国際宇宙ステーションの恩恵を世界に広める 
• 有人宇宙技術ワークショップの開催 
• 微小重力実験装置の世界配布 

Human Space Technology Initiative 
有人宇宙技術イニシアチブ 
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２０１１年 国連・マレーシア有人宇宙技術専門家会議  
 – ２２ヵ国参加 
 – HSTI活動への指針 
 
２０１３年 国連・中国有人宇宙技術ワークショップ 
  – ３1ヵ国参加 （のべ３８ヵ国） 
  – 有人宇宙探査活動の国際協力について議論 
 
  
 
 
 

． 

有人宇宙技術イニシアチブ （HSTI) 
有人宇宙技術 啓蒙普及活動 
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世界の有人宇宙開発の状況 

2020- 中国宇宙ステーション  

世界で600名近くが宇宙飛行を経験 （１９６１−） 
多くの新興国
が有人飛行
へ関心 
（今の半分以上の
宇宙機関はISS立
上げ時（９０年初
頭）には無かっ
た） 
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中国 

チェコ 

コスタリカ 



有人宇宙技術イニシアチブ 
微小重力実験装置の世界配布 (ZGIP) 

Fig. 5 Diversity Zones (DZ): Number of species per 10,000km2 

       Source from: Nees Institute for Biodiversity of Plants,  
                               University of Bonn 

 世界各地の種子の成長実験 

 2013-（第１サイクル）：12カ国が参加:  

チリ,中国, エクアドル, ガーナ, インド, イラク, ケニヤ, マレー
シア,ナイジェリア, パキスタン, タイ, ベトナム 

 2014-（第２サイクルを予定） 

クリノスタット（微小 
重量模擬を行う装置） 
実験を通じた 
人材育成事業 
 
日本政府の支援 
（開発協力信託基金） 
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日本の国連への貢献 
 

国連宇宙応用プログラム 

• 貢献１： 啓蒙普及活動 
– 国連ワークショップの開催 
 

• 貢献２： 基礎宇宙科学 
– 望遠鏡・プラネタリウムの世界配布 
– 九州大学宇宙天気科学・教育センター 
 

• 貢献３： 基礎宇宙技術 
– フェローシッププログラム 九州工科大学 
 

• 貢献４：有人宇宙技術 
– 微小重力実験装置の世界配布（ZGIP) 
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日本と国連宇宙部の協力（現状） 
日本における宇宙活動 

 
国連宇宙部の活動 

地球
観測 

宇宙輸送（H-IIA/B,HTV) 

国際宇宙ステーション「きぼう」 

宇宙法 

準天頂
衛星 

防災（アジア防災
センター） 

宇宙実験
機器 宇宙

通信 

宇宙科学･ 
月惑星探査 

小型衛星 
（九工大） 

宇宙天気 
（九州大学） 

国連宇宙空間平和
利用委員会

COPUOS 

GNSS国際委員会 

国連宇宙応用 
プログラム 

啓蒙普及活動 

フェローシップ 

基礎宇宙科学
イニシアチブ 

基礎宇宙技術
イニシアチブ 

有人宇宙技術
イニシアチブ 

国連防災プラットフォーム 
UN-SPIDER 
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貢献１ 

貢献２ 

貢献３ 
 

貢献４ 



日本と国連宇宙部の協力（提案） 
日本における宇宙活動 

 
国連宇宙部の活動 

地球
観測 

宇宙輸送（H-IIA/B,HTV) 

国際宇宙ステーション「きぼう」 

宇宙法 

準天頂
衛星 

防災（アジア防災
センター） 

宇宙実験
機器 宇宙

通信 

宇宙科学･ 
月惑星探査 

小型衛星 
（九工大） 

宇宙天気 
（九州大学） 

国連宇宙空間平和
利用委員会

COPUOS 

GNSS国際委員会 

国連宇宙応用 
プログラム 

啓蒙普及活動 
フェローシップ 

基礎宇宙科学
イニシアチブ 

基礎宇宙技術
イニシアチブ 

有人宇宙技術
イニシアチブ 

国連防災プラットフォーム 
UN-SPIDER 

提案１ 

提案２ 

提案３ 
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宇宙法フェローシップの設立  
– 慶応義塾大学宇宙法研究所 
– 世界からの留学生の受け入れ 

•世界における宇宙活動の規模拡大 
•関連技術開発や商業化の一層の促進 
•宇宙活動における諸問題の法的な解決 

 
– 世界における宇宙法分野の人材育成への貢献 
– 世界における宇宙法研究への寄与 

日本の宇宙活動への提案１ 
 
 

国連との協力 
世界における日本のプレゼンスを高める 
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国連ワークショップの共催  
– 九州大学国際宇宙天気科学教育センター 

• 国連/日本宇宙天気ワークショップ（2015年） 
– 各宇宙分野でのワークショップの開催が可能 

• 宇宙科学技術分野で最先端活動を行っている 
 

– 世界の宇宙科学技術分野における人材育成へ
の貢献 

– 国際交流、協力の推進 
 

 
 

 

日本の宇宙活動への提案２ 
 
 

国連との協力 
世界における日本のプレゼンスを高める 
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日本の宇宙活動への提案３ 
 
 

国連との協力 
世界における日本のプレゼンスを高める 

宇宙ステーションきぼう利用の世界展開 
– 「きぼう」からの超小型衛星放出機会の提供 

• 世界において加速する超小型衛星開発 
• 超小型衛星打ち上げ機会へのニーズの高まり 

 
– 日本の宇宙技術の世界へのPR 

• 「きぼう」からの超小型衛星放出という日本が独自に
開発した技術 

– 宇宙ステーション「きぼう」活動の世界への貢献 
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宇宙における日本の役割 
結論 

 日本は宇宙活動分野において発展途上国の能力開発・
人材育成に大きな貢献を行ってきた。 

 日本は世界に貢献できる多くの知識・技術・宇宙設備を
持っている。 

 日本は現在持っている知識・技術・宇宙設備を有効に使
うことにより、世界の宇宙開発に更なる貢献をすることが
できる。 

 国連は日本との協力を通じて、宇宙開発の恩恵を世界
に展開することができる。 
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